
尿の細菌検査ガイド

IDEXX セディビュー Dx (SediVue Dx*)尿沈渣検査器

細菌の検査結果は、「検出されない」、「存在すると推測される」、または「存在する」で報告されます。細菌は、非結晶性破片や 
結晶性破片との鑑別が困難です。細菌の検査結果が「存在すると推測される」の場合、詳細な鑑別が推奨されます。画像の目視確認か
ら始めることを強く推奨します。画像から細菌の有無を判断できる場合は、検査結果にコメントを追加します。
画像から細菌尿がはっきりと分からない場合は、必要に応じて確認検査を実施します。また、「crystalline debris detected（結晶性破片
が検出されました）」というメッセージが表示される場合、夾雑物による影響を考慮して、細菌の検査結果をより慎重に判断する必要
があります。

半定量結果と画像     患者の病態・病歴        考慮すべき事柄：

「検出されない」 「臨床的症状/病歴がない」 「細菌の可能性小」

「存在すると推測
される」（夾雑物
や細菌を示唆する
ような粒子が見え
る）

「臨床的症状/病歴がない」 「細菌の可能性小」

「臨床症状または病歴がある」
SediVue細菌確認キットまたは尿沈渣の乾
燥塗抹標本で、夾雑物や人工物、または
無晶性塩類から細菌を鑑別することを検
討してください。

「存在すると推測
される」または
「存在する」（明
らかな細菌が見え
る）

「臨床症状または病歴の有無に
かかわらず」

尿沈渣の乾燥塗抹標本は有効ではありま
せん。
細菌培養と薬剤感受性試験を検討してく
ださい（すべての細菌が生きているとは
限りません）。

「存在すると推測
される」または結
晶破片が検出され
た状態で「存在す
る」

「臨床症状または病歴の有無に
かかわらず」

SediVue細菌確認キットまたは尿沈渣の乾
燥塗抹標本で、夾雑物や人工物、または
無晶性塩類から細菌を鑑別することを検
討してください。

細菌尿の存在が推測されない場合は、細
菌尿の可能性が低いことを示唆します。

SediVue* 
細菌確認キット

1.	 ベットラボステーション 
(IDEXX VetLab* Station)
の「院内検査」リストか
ら患者を選択し、「追加
検査」→「SediVue Dx」
アイコン→「細菌を確
認」→「結果の追加」を
順にタップします。

2.	 十分に混和された165 µL
の尿を、新しいチューブ
に分注します。

3.	 R1試薬（赤色キャップ）
を1滴チューブに添加
し、5回転倒混和しま
す。

4.	 R2試薬（青色キャップ）
を1滴、更にチューブに
添加し、5回転倒混和し
ます。

5.	 混和した検体から165 µL
を取ってカートリッジに
注入し、スタートボタン
を押します。



乾燥塗抹標本の作製
1. � 新鮮な尿を準備し、尿をよく混和してください。

検体採取用チューブの底から尿を採取して、遠
心用チューブに移し替えます。

2. � 尿（とバランサー）を尿用の設定（または400 
g）で遠心します。

3. � チューブの底に沈渣が形成されていることを確認
します。沈渣を再懸濁するために少量の尿を残
しつつ、 上清は丁寧に吸引します。

	 注：希釈尿では、十分量の沈渣を得られない場
合があります。

4. � チューブの底を指で軽く数回たたき、有形成分を
ゆっくり崩し再懸濁します。

5.  血液塗抹標本の作製と同じ要領で、新しいピペッ
トを用いて、スライドガラス上に懸濁液を1滴垂
らします。

6. � 清潔なスライドガラスを用意し、滴下した懸濁液
の前に約30～40度の角度で置きます。

7. � 上のスライドガラスを手前に引いて、懸濁液をス
ライドガラスの縁に沿って広げます。

8. � 上のスライドガラスを、下のスライドガラスに当
てたまま、下のスライドガラスのラベル側とは
逆方向に向かって動かします。

9.�  下のスライドガラスの中央あたりで塗抹を引く作
業を止め、上のスライドガラスをそのまま垂直
に引き上げます。これにより、引き終わりに細
胞が一直線に集まります。

10. スライドをよく乾かした後、一般的な塗
抹用染色液（Diff-Quik*など）を用いて、
染色します。

© 2023 IDEXX Laboratories, Inc. All rights reserved. • 06-0038626-00
 *�SediVue Dx 、 SediVue 、 とIDEXX VetLab米国および/またはその他の国々におけるIDEXX Laboratories, Inc. 

またはその関連会社の商標または登録商標です。Diff-Quikは、米国および/またはその他の国々における
Baxter Diagnostics Inc.またはその関連会社の商標または登録商標です。

細菌尿における注意点：

桿菌は球菌よりも2倍みられる3

• 細菌が多数見られる場合でも、白血球が同時に出
現するとは限りません。4 

• ほとんどの尿路感染症は、直腸や糞便からの細菌
汚染、または尿路の遠位部からの上行感染が原因
です。5  

• 犬の14%が生涯に一度は尿路感染症を経験しま
す。6

小さな点状のものが多数見える
• 大学の検査センターの技師でも目視で細菌を同定

することは困難です。鏡検で陽性とされたうちの
40%しか培養検査で陽性とはなりません。1 

• 脂肪滴、無晶性塩類、細胞片、または人工物と球
菌と見間違えている可能性があります。2  

• 桿菌が垂直に立つと、球菌のように見えることが
あります。

• 小さな粒子はブラウン運動をするため、運動性の
有無で細菌は判別できません。Proteus mirabilis
は、尿路感染症を引き起こす一般的な病原体で、 
唯一、運動能を持っています。

新鮮尿が最適である
• 細菌は20分ごとに2倍に増殖します。7   

• 尿は細菌にとって理想的な環境ではないため、細
菌は時間の経過とともに死滅したり、白血球に貪
食される可能性があります。そのため、陽性検体
であっても、検査センターに到着する頃には陰転
していることがあります。
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